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平城京左京二条二坊五坪（平城宮第198次8区）発掘調査現地説明会資料

1989年5月6日（土）

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部

調査地 奈良市法華寺町
調査面積 100011;'

小刻｛卑翫．駄公隼
1．しまじめに

そごうデバート建設予定地に関連する発掘調査は、 1986年10月以来2年6か月、

9次にわたり実施してきた。これまでの総調査而積は30000111'しこのぼり、平城京左

京三条二坊七坪の大部分と一・ニ・八坪の一部について調査を終えている。その

結果、このかつの坪が奈良時代を通じてどのような変遷を遂げたかが明らかと

なった。それによると、ここは奈良時代前半には、 4町を占める広大な宅地と

して使用され、出土した木簡から長屋王邸跡であることが判明した。また、空前

の発見となった長屋王家木簡は、総数30000点に及ぶと推計され、これまで明ら

かでなかった高級貴族の暮らしぶりをうかがうことのできる質重な史料である。

その他にも、平城京内では最大の而積をもつ建物や最長級の建物の検出、四而廂

付の建物を主殴とする双堂形式の建物の発見、日本で最古の猿の墨画土器の出土、

奈良時代の漆器としてはあまり例のない大型の漆器浅鉢の出土、いわゆる二条大

路南側溝からは質、量ともに長屋王家木筒に匹敵しうる木簡が発見されるなど、

平城京を考えるうえで重要な知見をもたらしつつある。

今回の調査は、そごうデバートヘ通じる奈良市市道建設にともなうもので、こ

れまでの一連の調査のしめくくりにあたる。このあと長屋王家木簡出土溺の一部

といわゆる南側滞の一部の補足調査をまって、そごうデバート関連の調査を全て

終了する予定であり、今回がその最後の現地説明会となる。しかしながら、建設

工事の日程の都合により、調査半ばでの説明会開催を余他なくされており、調査

の途中経過報告となることをあらかじめお断りしておきたい。

2．調査の概要

今回の調査区は、平城京左京二条二坊五坪の東南隈、二条大路と束二坊坊間路

の交差点付近にあたる。このあたりは、平城宮束院南方遠跡として注目され、平

城宮と平城京の関連を解明するうえで、また、平城京の条坊を復元するうえで極

めて重要な遺跡である。

今回の調査でとくに注目される0)は次の3点である。ひとつは、平城京内にお

いて最長クラスに属する南北棟建物が見つかり、坪内での建物の配罹からすると、

ここが普通の宅地ではないことがうかがえ、この坪の、ひいては平城宮束院南方

遺跡の性格を考えるうえで重要である。次に、いわゆる南側溝出土の木簡と共通

する内容をもつ木筒を出土する滞（束西大溝）が見つかり、南側滞と共通する性

格の溜であることが判明した。そして、二条大路北側滞では、平城京では初めて

の出土例である「瑞雲双翌八花鏡」がみつかった。

これまでに検出した逍構は、掘立柱建物6棟、溝8条以上、井戸］痣、築地、ニ

条大路、束二坊坊間路、橋などである。これらは、奈良時代のもので、建物の霞

複関係や配罹からA~D期の4期に区分できるが、各遣構の所屈時期はなお十分に

は確定できていない。

A期（奈良時代前半）
匝 1以上X1問の束西棟。桁行10尺 (3m)等間、梁間8尺 (2.1m)。

健展図二而ないし四而廂をもつ大型の束西棟(J_)東妻。梁間8尺等間。

鞣 3X3問の南北棟。桁行6尺等間、梁間5尺等問。

酎闊（奈良時代後半）
願 1 7以上X4間の南北棟。桁行8尺等間、梁間は身舎・廂とも10尺等間。

6間ごとに間仕切りをもち、少なくとも3つの部歴に分けられている。

総長136尺 (10.8m)以上あり、京内では長屋王邸内の 16x3間の

束西棟建物に匹敵する、最長クラスの建物である。

蔚落滞8.9I 建物4の西側雨落溝9は、はじめ築地雨落滞7にそそいでいた

が、築地雨落滞が8につけかえられたため、 9を南に延長したと考え

られる。

¢期（奈良時代後半）

厘現同桁行4間以上の東西棟建物の南廂。桁行9尺等間、廂の出は8尺。
D期（奈良時代末）

健 8間X3間以上の南北棟建物。桁行7尺等間、廂の出8尺、身舎の梁

間0尺。束西に廂がつくと考えられる。

A~D期（未確定のものを含む〉.，.. 9 : : :”. 

瞑碁底部のみをとどめ、その幅は約3mである。築地心は、宮の南面大

垣心から8.9m(30小尺， 25大尺）南に位罹する。北側雨落滞上には

多登の瓦が堆積していた。これらの瓦は築地から落下したもので、宮

の瓦とは異なり、京の瓦の傾向に近いが、長屋王邸のものとも異なる。

に条太器北慨涸今回検出した滞は、その位罹や規模、左京二条二坊十二坪

（奈良市水道局庁舎建設地）の調査成果などから見て、二条大路北

側溝とみてまちがいない。この滞は3時期に区分できる。時期により

異なるが、幅3m前後、深さ約70cmある。新しい時期のものは東二坊

坊問路上に流路がのびていることが確認できたが、古い2時期の滞に

ついてはまだ確定できていない。

凍二坊珈饂酉側涸二条大路北側溜（以下北側溝という）より北側では、幅
lm、深さImあり、北側滞と交差する付近では長さ50~60cmの石で護

岸している。北側滞より南では、幅2m、深さ Imある。北側とは異な

り、ある段階で埋め立てられており、側涸として機能していない時期

があった。ただし、それがいつ頃なのかは今のところ確定していない。

最も新しい段階では、西側渦と北側溝とは逆T字形に交差していたこ

とが確かめられている。



限阿天濶幅約2m、深さ約1rnあり、束は西側滞の手前約0.5rnの所でとぎれ

る。その状況は、 193次 •197炭200次調査で検出したいわゆる南側ti/i
と同様であり、さらに、埋土・滞0)断而形・出土する木府の内容など

共通する点が多いことから、このふたつのti位は同じ性格のものである

ことが明らかとなった。東西大泄は、今回北側滞とはいえないことが

明確となり、したがって、いわゆる南側猫もその名称をあらためるペ

きであろう。なお、滞の性格そのものについては不明のま注である。

3．出土逍物について

ずいうんそうらんはつか急ょう

瑞雲双鸞八花錢 北側titiの埋土上）磁より出土した。 1，仔式錢とよばれる奈良時代

の銅鍍で、店‘から翰入した錢をもとにして日本で製作されたもの。直径はll.5P-m、

重さ220.1gである。これと同じ錢はこれまでに全国で15而知られ、奈良県内で

は明日香村坂田寺出土の1而、五条市霊安寺出土0)2而がある。平城京からの出土

煉初めてである。

木箭 調杏範囲がドJいられており、出た乱1]1f．の途中でもあることから出土点数は

少ないが、注目されるものがいくつか見つかっている。そのうち、 「石別」とい

う人名のかかれた木筒はいわゆる南側滞 (200次別査）でも出土しており、この

ことから今回見つかった束西大滞といわゆる南側滞とが同じ性格のものであるこ

とが判明した。

天
平
十
九
年
五
月
十
四
日
桑
原
新
万
呂

泉
坊
進
上
覆
翁
子
一
古

西
側
溝

船

五

文

・

沙

美

五

文

魚
麻
呂
四
文

天
平
五
年
二
月
九
日

合
六
十
二
文

・
出
挙
銭
数

古

斐

州

七

文

美
濃
麻
呂
七
文

若

佐

五

文

＇ 

天
平
八
年
四
月
十
四
日

従
六
位
上
行
少
進
勲
三
等
百
済
王
「
全
福
」

鵡

一

隻

馬

宍

三

村

雀

二

箋

鼠

一

十

六

頭

・
左
京
職
進

東
西
大
滴

2
 

一
九
八
次

B
区
出
土
木
簡

・
左
京
職
進
鼠
弐
拾
壱
集

・
天
平
八
年
七
月
廿
二
日
従
七
位
下
行
大
属
勲
十
二
等
膳
造
「
石
別
」

1
4
5
・
4
8
・
4
 

1
6
7
・
2
4
・
3
 

2
4
1
・
(
2
2
)
・
4
 

2
0
・
0
・
3
7
・
5
 

瑞雲双閥八花錢

日
U
年
四
月
廿
六
日
従
七
位
下
行
大
属
勲
十
二
等
膳
造
石
別

（
参
考
）

二
0
0次
二
条
大
路
南
側
溝
出
土
木
簡



謬

滋

唸

源

＊

16

甚

屈
IA

二
量
―
―
〗

I
A

爾
爾
璽
固

i
*
J
A
 

；
“
爾
阻
祖
阻
爾
阻

-
＿
詞
歯
歯
冒
薩
一
人
"

i
 

ー
一
罪
謡
詞
盟
朋
罪
5

命

二
〗
疇
疇
冒
璽
i
”

一
胃
勺
贔
）
l

四
心
は
、
も
唖
笞
呼
情
翌
御

.
氏
.. 
〉認盆
[
f

四＂条心

tsゞ
"‘'粂い、へ孔条＞＇．

tfS条
ド
、

恥
[
,
i

・

憩
1

坊六
坊

坊

誰
歯
圃
[

薗
推
臨
暉

薗
而
眉
b
`

゜

R 

1km 

平城宮
99 

： ー！ ， 

A 今回の調査区• t 

喜

3 ， 

口一―

二条大路

l廿：9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

出`
11-

L
ロ

こ
ー
□
髯

こ

□鯉

ー
亡
h

•EI 

濯

万

箕

．

亭

．

，
T
．訴

t
-
,

＂
知
．

1

四

T
}

手
，
日
：
｀

ロ
〗
疇

b
 

」＝

~
J
l
I
I
[

坊
大
路

□
J
7
-＝

 

二

□ 。

••• 

．
 

----------i-----------

三条条間路 t
1

ーニ訂『ー
iO 

'
[
＝]_
1
~
:

叩
丁
目
〗
ー

1

口
l
]
7

調査区の位泄 ．梧J辺の調飛状況



4
 

建物5

建物 6

口~ 
建物3

A
 

A!l/l 

南
北
雨
落
涸

9
建物4

゜
10m 

・築笙地地雨雨蒋落滞滞78し戸'ペ0-t; :_;_, ;_::.,::: : : : : : : : : ・ :¥ 
束

C1開 • • I 

坊二

Dll)l 

問坊
路

，鬱l

束西大泄
量~一

遺構全体回

Bllfl 

選構変遷図


